
 

 

富士見市文化芸術振興条例等策定検討委員会 

第９回会議録 

日時 平成２４年４月２７日（金）１８：３０～２０：１５ 

会場 富士見市役所 市長公室 

出席者 

(欠席者) 

■星野信吾富士見市長 

 

■委員（順不同・敬称略） 

加藤健司、西村繁雄、野村東央留、秋元節子、阿部恵美子、岡

田一忠、大橋民子、吉川節男、並木克美、松井憲太郎、今井寛 

 

■事務局 

渡辺自治振興部長、市川地域文化振興課長、中嶋副課長、近

藤主査、原山主事 

 

《欠席者》 

■ 委員（順不同・敬称略） 

井上一晴、山下洋子、多田淳之介 

■専門委員（敬称略） 

市橋秀夫 

 

傍聴人 なし 

会議内容 

 

１．会議開会                

 地域文化振興課長 

 

２．市長あいさつ 

 市長 

 

３．資料確認・報告 

（１）文化芸術アドバイザー及び欠席委員からの条文に対す

る意見について 

事務局より、資料の配布・説明を行い、文化芸術アドバイ

ザーの平田オリザ氏、北原幸男氏、及び多田委員から条例に

寄せられたコメントについてそれぞれ報告を行った。 

委員からの質問・意見は特になし。 

 



 

 

（２）パブリックコメントについて 

事務局より、パブリックコメント（合計７件）の全文の紹

介及びその回答方針についての説明を行った。 

委員からの質問・意見は特になし。 

 

４. 議事               進行：委員長 

（１）条文について 

事務局） あらためて法規審査から３ヶ所について意見があっ

た。 

１・前文 

また、本市の文化芸術活動は、公民館等で実践されて

きた市民の多種多様な活動に加えて、さらに、市民文

化会館キラリふじみ等の事業を通じて、私たちの生活

の中に根付いてきました。…… 

提案）上記の「さらに」を取る 

理由）「加えて」という言葉が、「さらに」という意味を

含むため。 

 

２・第３条の第３号 

(3) 市民及び団体が文化芸術活動を等しく行うことが

できる環境の整備と活動を支える人材の育成を図

る。 

提案）文末を「図るよう配慮する」とする。 

理由）第３条の他の号と語尾を揃えるため。 

 

３・第６条の標題 

（市の役割・責務） 

提案）（市の役割）とする。 

理由）第４条、第５条の標題と揃えるため。 

 

委員） 「１」についてだが、前文の「さらに」という部分

は、さまざまな活動の積み重ねを強調するために必要

だと思う。 

委員） 「２」については、提案どおりで差し支えないと考 

   える。 

委員） 「３」について確認したいが、「責務」という表現 



 

 

を削除する意義は。 

事務局） 表現方法を統一するという考え方だとうかがってい

る。 

委員） 表現の仕方は法務の手順で良いと思うが、市に対し 

ては「役割」だけでなく「責務」も課せられていると 

いう意味があるので、削除はいかがなものか。 

委員長） 委員の意見について整理する。 

 『１・前文』について 

    原文のままで上程したい。 

『２・第３条の第３号』 

   法規の提案どおり変更して問題ない。 

『３・第６条の標題』 

   法務上の表現により、標題に「役割」と「責務」を

併記する。 

 

（２）その他 

議会上程に向けたスケジュールについて説明した。 

 

５. 閉会あいさつ 

委員長 

以  上   

 



 

 

富士見市文化芸術振興条例等策定検討委員会 第９回会議 次第 

 

日時 平成２４年４月２７日（金） 

   午後６時３０分から     

場所 富士見市役所 市長公室   

 

１ 開     会                           

 

２ 市 長あいさつ 

 

３ 資料確認・報告                        

 

（１）文化芸術アドバイザー及び欠席委員からの条文に対する意見について 

 

（２）パブリックコメントについて 

 

４ 議     事                       議長 委員長 

 

（１）条文について 

 

（２）その他 

 

５ 閉     会                    

  


